
岩山エリア公民連携基本計画（作成者:盛岡市） 
盛岡市動物公園再生計画（作成者: 受託者 (株)オガール） 

市営球場 

旧漆芸美術館 

動物公園 

岩山公園 

岩山パークランド等 綱取ダム 

盛岡競馬場 

再生の定義 
 

財政負担軽減や動物公園の自立運営のため、公民
連携のもと民の稼ぐ力を活用した

や運営体制の見直しを実行することで、
市の し、これからの時代
に合った新しい役割を持つ動物公園の実現を図る。 
この一連のプロセスをもって動物公園の再生とする。 

事業の目的 
 

目的１ 動物公園の自立した運営の実現 
目的２ 盛岡市の財政負担の軽減 
目的３ 新たな社会教育施設としての役割 

事業収支改善のイメージ 
 

・増収設定：客単価 470円/人 → 600円/人 
・削減設定：人件費を岩手県内平均水準まで圧縮 
１億９千万円→８千８百万円（242,297円/人/月） 

再生事業の骨子 
 

民間主導の公民連携事業（経済合理性の追求） 
複数の都市経営課題を解決（公共事業） 
エリア主義（エリア価値向上で事業効果の派生） 
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動物園機能（社会教育施設） 

動物愛護センター（動愛教育拠点施設） 

高齢者福祉（シュアハウス：高齢者ケア） 

宿泊（公民連携による新たなサービス） 

子育て支援（子育て世帯への支援施設） 

住宅（管理施設兼用住宅） 

障がい者就労支援施設（障がい者自立） 

飲食（障がい者就労支援施設併設） 

教育（新たな教育サービス：通信制高校） 

2018 2019 2020 2021 2022 2025 

第１フェーズ 
公共投資 

動物園再生会社の設立、獣舎リノベーション、動物愛護C 

第２フェーズ 
公民投資 

ウェルカムセンター、レストラン、休憩テラ
ス、障がい者就労支援施設 

第３フェーズ 
民間投資 

子育て支援、住宅、高齢
者福祉、民間複合施設 
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盛岡市動物公園再生事業                                                   プラットフォーム@2018.07.26 

固定費 

総費用 

売上高 

250 

(金額単位：百万円） 
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現在の損益額 96,581千円 

損益分岐点 113,478千円 
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成長時代→縮退時代へ 

政策的位置付けが低下 近隣資産価値低下 

厳しい財政状況 

規制緩和で民間の積
極的な投資を誘発 新たな公共サービスを創出 

過度な行財政負担によら
ない事業開発 

エリアの魅力アップで資
産価値向上 

事業コンセプト 
 


